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銭湯帰りの路地裏で 花火にはしゃぐ子供達 
見守る母親わたしより ひとつかふたつ若い女(ひと) 

窓で風鈴ちりちりと 夕闇降(お)りて風になる 
はじけるような笑い声 わたしの背中を追って来る 

あんたが出て行ったこの町は この町は 
男と女の出来事を 知ってか知らずか 
やさしい貌(かお)で 知らん振(ぷ)り 
独り暮らしも 慣れたけど 
愛にはぐれた心がさまよう夕闇に 
切ないだけの わたしの恋 

隣り近所の人達の 笑顔が並ぶ下町は 
浴衣うちわに夕涼み 声も弾んで楽しそう 

線香花火が燃え尽きて 柳になって落ちてゆく 
肩に流した洗い髪 かきあげわたしは振り返る 

女の幸せがそこにある そこにある 
平凡だけれど穏やかな 小さな幸せ 
遅すぎますか だめですか.... 
街であんたを見かけたら お茶に誘うわ 
いつもの笑顔で駆け寄るわ 
切ないだけの わたしの恋 


